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動性少キカ或ハ同定サレタ Jレ場合デア Jレ1 ト云フ原則ハ本プラウン氏干fl助吻合部ニ於テコソ「
居適切ニ営テハ 7 ）レモノデアJレ。印チ一方ニ於テハ胃腸吻合部へ連リ他方ニ於アハ Treitz氏





ナリ．此ノ ｝Tガ安営ト信ズJレノデアノレ。従来プラウン氏吻合ハ此ノ Treitz 氏帯ニ／！Hf~ ；レ丈按
j丘シテ行 7事ヲ原則トナシ，術後イr!J等ノ不快症If}~ ヵ1叫カツタノデアルガ，或Jレ時 1 人 II綱門部
潰蕩切除患者ニ於テ術後18日目ニ急性十二指腸蹟張症トモ名ツ’ク可キ症候ヲ呈シ，開腹ニヨリ
三22_ーと氏吻合部ヨリモ oralニ於テ半ワジテ摘張シタル十二指！揚下端ト空腸トノ間ニ第2／吻
合ヲnヒ得タ1例ニ遭遇シタ。共以来プラウン氏吻合ハ Treitz氏帯ニア 7 リ接近シテ行フ可ラ
ズト云フ事ニ改メタ 1デアJレガ今後ハプラウン氏吻合ハ Treitz氏帯ヨリ約 10cm位 anal I 
応ニテ行ヒ共際吻合部ヨリ Treitz氏帯ニ至Jレ迄空腸雨脚間ヲ結節縫合以テ縫合閉鎖ス Jレ事ニ
Lタナラパ宜シイカト考へ Jレノデア Jレ。




印j，身開ノアノレ個所ニ腕豆jう＇f: 下谷大ニ fill[局 ·M：ノ浮腫ガ来リ，大j'1~ ハ散時間後痕跡無ク消失ス
ミ今、
『＇C> 療 主貨 "'!< ＂＇，、 2-lみ
Jvo 然シ消失シタカト忠アト．又再ピソノ揚所又ハ場所ヲ蟹へテ浮腫カ’護現ス Jレ。斯カ Jレi宵長
JアJレ浮腫ヲ Quineke氏浮腫ト言 フノデアツア， 共ノ持続ハ数週乃至数ぅ月ニ及プ 0 kf護部


















Allergie デアルト説 fテ， ソノ因ヲ
以上が Quincke 氏浮腫ニ針ス Jレ一般的観念デアJレガ，最近私共ガ遭遇シタ1例ヲ漣ベソレ。
患者ハ上海ニ住ンデ居タ48歳／男。今年ノ9月14日（約2ク月前）右ノノj、指ヲ轟ニ刺サレタ様ニ
思ツテ居タガ「，閉そ無ク棲非感ト共エ小指全惜ガ腫脹シテ来タ。此ノ腫脹ヵヨ－3日デ消失シタ
ト思フト，次ハ第4指，夏ニ 5(~3指，手背ト浮腫ヲ生ジ， 2月後ノ今日二五Jレ 7 デ，浮腫ハ示指，抑指
ヲ除ク右手ノ諸所ヲ碑々移動シテ居 JI,0 患者ハ浮腫ノ部二審捧感ノアJレ外何等苦痛ガ無4。*I提ノ1週間前ニ蹴ヲシテモラツタガ，ソレ以来念ニ浮腫ハ強クナリ，前蹄ニモ浮匝ハ及ン
デ＊れ
局庭所見忠者ハ栂イ持ヲ ＇{tイテ楽タカ＼ ソレヲ解クト，患者ハ L才ヤ今朝此庭ハ何トモナカ
ツタノニ1叉Lアレ此底ハ｛台ツテ居 JI,.，ト云ツタ具合ニ．浮腫ノ急激ナ控化ヲ示シテ居タ n 見Jレ
ト，右手閥何i上方7糎ヨリ．手脊，小指，中指，第4指ニ亘リ， ballonartig，浮腫松ニ腫脹シテ Ir~ Jレ。













性ニ組織内へ泣入シテ， ソレガ原因トナ ツF浮腫ヲ＊タ シタノデハ無 1:/J＇殊ニ Anamnese一
品ニ刺サレ骨ト ムー 7 Iテ，術此ノ疑が濃クナル。ソコデ，此ノ忠者ノ鳳清ノ :t骨容反≫l!iヲ検査シ
靖容反際試験（稲間感士検査）
蘭 液 Ii患者 L土 ＿＿！＿
白色葡萄紋球蘭 1 101% ! ioo% 
黄色葡萄状球菌 I 117% I 105% 






然シ之ダク グ Qnincke氏浮腫ヲ説明スルコトハ出来ヌ。 此ノ忠者ヲ私共ハ外来デ診タグク
デ， ソノ後ハ大阪北野病院ノ大阿君ガ調ペテ居 ラレルガ，大岡君ノ話デハ Piloca1pinニ針シ強
ク反感シタト云フコトデアJレ。
故ニ此ノ患者デハ Angioneurose トAnlageハ存在シ， ソレニ外来刺戟トシテ黄色葡萄欣球
菌ノ感染ガアツタコトガ Quineke氏浮臆ノ護現ニ，大キナ役目ヲ演ズJレモノト考ヘラレル。





? ? 1E 
31歳男子（鹿児島勝隣摩郡入来村生レ現在京都府佐）ノ一見股しヘルーア「症ニ似タ ）~右側鼠蝶
;¥1；ノ 無痛性膨陸ヲし 71ラリア1股脆ト訟断シ．共際 L7 i ラリア・ ノクツルナ1 ヲ誼明シ世 I~症





患者 18量産 0 尚人。 :1：訴 le側腰部ノ有痛性腫脹
告号、ρ，，. 療 理1t 言炎 247 
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コノ例ニ於テ鼠膜下腺ノ腫脹ナキハ大腿内閣ノ潰蕩ハ淋巴流ト交叉九且深在性ナルヲ以テ
i林巴流ヲ妨ゲ病原菌ハムシロ並行・M：ニ下腿ニ偽播シタルモノト考フ。ソノ謹ニ患者ハ潰蕩ヲ作
JI-前ニ有痛性腺腫脹ヲ認j テ居リ，且現在下腿ニ淋巴瀦溜ヲ認品。ヵ、 JI-護赤，拐、度ノ腫脹ヲ
主i数トセ JI-峰寵織炎ノ、ソノ化膿ヲ待タス叩期ニ緊張ヲ去ル目的ェ；Entspannungsschnittヲ加フ
ル時エハ本例ノ如ク比較的秤J快ナル経過ヲトリfやしト考フ。
